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平成 7年よりスタートした「愛のドリーム募金」は、公益法人事業の社会貢献活動の基本柱として地方協会毎の活動
が定着している中、更に「愛のドリーム募金」の拡充と活動の周知をはかるため、毎年、生命保険の日（1月31日）
に併せて「愛のドリーム募金」贈呈式を全国地方協会にて一斉に挙行していく活動を取り入れました。
初回となった昨年度は、愛のドリーム募金創設 25 事業年目を迎えるにあたり、「愛のドリーム募金創設 25 周年記念
“1月 31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式」と題し、全 54 地方協会が一丸となって、「未来ある子どもたち」の
ために活用いただくため、各都道府県社会福祉協議会へ寄付金を贈呈し支援を行いました！
本来であれば 2020 年静岡年次大会会場にて活動報告予定でしたが、急遽中止（延期含む）となりましたため、
皆様にこの誌面を通し各ブロックごとに活動報告を紹介させていただきます。

全国から喜びの声が届いています！

愛 のドリーム募金 
創設25周年記念

１月３１日生命保険の日
全国一斉贈呈式 活動報告

「未来ある子どもたち」のために、全54地方協会が一丸となり一斉贈呈いたしました！！

累計総額　5億4,845万439円
令和2年度募金現在額は133 万4,641円です （令和 2年 8月31日現在）

公益社団法人　生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

理事長　石井　清司

一人ひとりの協力で
永続的社会貢献活動を続けていきましょう。

今年度以降も、毎年“1月31日生命保険の日”に全国一斉贈呈式を継続してまいります！

中国ブロック

広島協会・福山協会
※ �2 協会をとりまとめ代表して広島協会が� �
広島県社会福祉協議会へ贈呈

島根県協会

岡山県協会

山口県協会 鳥取県協会



毎月月初にコンテンツ・毎週月曜日に「セールスに
役立つ記事」が追加更新されていきます。

ホーム画面をスマホに
お気に入り登録すれば

さらに便利！
JAIFA学習帖

 「JAIFA学習帖」充実のコンテンツ（内容）紹介

毎月月初にコンテンツが  
追加されていきます。
● �映像で学ぶ“生命保険提案”� �

10 月追加予定：【法人への提案】知れば
なるほど  社会保障（年金編）

● �リーフレットで学ぶ“保険提案”
（�生命保険提案、相続・法人の自学自習用
のリーフレットです）
10 月追加予定：個人No.03 死後事務委任
契約をご存じですか？

● �“映像ライブラリー”で調べよう
（�相続・法人の基本用語を映像で解説。
実践に使えるヒントが盛り沢山です）
10 月追加予定：【法人】社長の死亡、ケガ
や病気による運営上のリスク

映像で学ぶ生命保険提案
相続、法人・個人への生命保険の提案を学べるツールです。
学習できる主な項目
●相続の基礎
●法人の基礎
●法人への提案
●個人への提案

※注意
「JAIFA学習帖」のコンテンツは、知識習得を目的としていますので、生命保険の募集等には一切使用できません。

まだご登録いただいていない会員は、
今すぐご登録ください。

JAIFA学習帖

生保セールスに  
役立つ記事
保険・金融業界や税
務、社会保障制度な
どについての旬な情
報を、税理士や社会
保険労務士などの
士業や FP、各界の
ジャーナリストなど
専門家が執筆してい
ます。原則、毎週月
曜日に掲載します。

あなたの会費で
制作しております

過去の記事もこちらから見られます。
●お客様訪問時の話題に
●ニーズを訴求する時に
●朝礼のネタに

日本年金機構
「厚生年金保険における
標準報酬月額の上限の改定」

注目の記事

技能検定

お金に関する正しい知識を身につけ
人生100年時代に備えましょう

ファイナンシャル・プランニング

国 家
試 験

日 11月10日（火）～12月1日（火）　1月24日 2020年  

受検申請受付期間次回試験日程

2021年

検定センター   
厚生労働大臣指定試験機関

https://www.kinzai.or.jp/
  

https://kentei.kinzai.or.jp/mobile
● スマートフォンからも受検申請ができます。 

● 詳細は、一般社団法人金融財政事情研究会のホームページをご覧ください。インターネットで受検申請ができます。

TEL 03-4334-1263

170x242



白水性一
昭11・20・29・38・47・56・平2・11

黒土性二
昭10・19・28・37・46・55・平元・平10

碧木性三
昭18・27・36・45・54・63・平9

緑木性四
昭17・26・35・44・53・62・平8

黄土性五
昭16・25・34・43・52・61・平7

白金性六
昭15・24・33・42・51・60・平6

赤金性七
昭14・23・32・41・50・59・平5

白土性八
昭13・22・31・40・49・58・平4

紫火性九
昭12・21・30・39・48・57・平3・12

今月の
運勢

ビジネス運、対人運、金運、あなたの潜在力を活かす

マダム晶子の九性気学で

今日から開運
自然界の森羅万象を九つの気に分類している九性気学。人は、生まれた
ときの「気」によって、九つの性に分けられます。「気」は生まれ年ごと
により違い、それによって「本命性」が決まります。運勢に影響を与え
る本命性を知って、あなたの潜在力を活かしませんか ?
※開運方位は自宅からみた吉方位になります。

マダム晶子
平成 6年、鑑定士および講師の資格取得。同年中華民国星相学会の永久会員となり、易学のプロとして世界で通用する資格も取得。現在、企業講演、鑑定、月刊誌への執筆、ラジオ、
テレビ、セミナー教室等で活躍中。著書に『人生を変える幸せの占い革命』『もっと幸せになれる九性気学』、作詞『ジョ・ホールの街』　ネット上でもマダム晶子に出会えます！
マダム晶子開運塾（（株）オフィス一陽）〒180-0021 東京都武蔵野市桜堤 1-1-7-102　TEL＆FAX：0422-53-8733　http://www.akiko-kaiun.jp

忙しい 1ヵ月を迎えました。勢いと同時
にあなたを取り巻く周囲も欲と共に突進
していきそうで、今月は休息する暇もない
ほどの忙しさになりそうです。ビジネス
運は「動いて、動いて」更に働くことが
テーマです。健康管理をしっかりしましょう。
金銭運は良い状況になります。
社交運はひとまず現状維持でお仕事に精
を出して。
開運★東のごく近く～ここで飲食や休憩を。
（飲食が良い縁を運んでくれます）

運勢階段の衰運期を過ごす今月は自分
の思うように運気が回りません。その上
自分の考えもピンボケで、なかなかお仕
事モードに切り替えられないのです。ビ
ジネス運は次の顧客訪問を視野に入れ、
準備をして過ごしましょう。金銭運は良く
ありません。社交運も現状維持を守りま
しょう。

開運★西南吉方位～1日遠方の知人を訪問して。
（ビッグな人との出会いあり、期待大）

変化厳禁のとき。あまり流れを変えずに
現状を守りながらの行動が良いです。自分
の感覚も行動も的確ですが、取り巻く周
囲が良くないので単独行動がおすすめ。
ビジネス運は古い付き合いや疎遠の友人
等へアタックしてみてね。金銭運は確実
に計画的な出銭を心がけましょう。社交運
は新しい出会いに期待大の月になります。
開運★西北吉方位～ここで営業活動を。
（新しい出会いや良い人との紹介を得られる
可能性あり）

離合集散の 1ヵ月です。自分の気持ち
も行動も取り巻く周囲も全く当てになり
ません。ピント外れな時を過ごします。
人も仕事も金銭も離れ、何もかもが思う
ようには展開しません。ビジネス運はしっ
かりと現状を守りながら相続の商品を扱
いましょう。金銭運は持ち込まれる運が
吉でも社交運は駄目です。

開運★西北吉方位～ここで営業活動を。
（すべてのけじめがつく、新しい出会いあり）

気力、体力が底をついているので自力で
の勝負はできない時。衰運期の最後の
月です。ここは上昇に向けて机上作戦で
準備をする月。幸い取り巻く周囲は営業
利益のバックアップが望めそうです。ビジ
ネス運は新しい訪問先を準備しましょう。
金銭運は営業利益に商機あり、社交運は
人気が戻ってきそうです。

開運★西南吉方位～ここで商談を。
（大きな契約や金銭運が上昇する）

待望の盛運 1 期目。すべての出来事は
奉仕から（奉仕の精神）をテーマに活動
を展開してね。何時も周囲には心を添えて
手を貸しましょう。ビジネス運は種蒔き
の時。周囲に尽くすことが自分の利益に
つながるのです。金銭運は良くないので
衝動買いは控えて計画的に。社交運は
新しい出会いは望めません。現状維持を
守り吉。
開運★東吉方位～ここで飲食や休息を。
（若い女性からの紹介ができやすい）

運勢階段の盛運2期目の発展の時を迎え
て、あなたの考えも行動も取り巻く周囲の
状況もすべてピンボケで良くありません。
急な判断は積極的にしないことが良い過
ごし方になります。ビジネス運はセオリー
を守り、顧客訪問で時を稼ぐこと。金銭運
は衝動買いや無駄遣いが多くなりそう。
社交運は再会や復活が期待できそうです。
開運★西北大吉方位～思い切って吉方位へ
の旅を。（あなたを助けてくれる支援の和が
広がる。金銭運アップ）

願望達成の 1ヵ月。年頭から願ってきた
あなたの思いは成就しています。すべて
のことの整理整頓をして身辺も達成を心
がけましょう。ビジネス運はあなたの努力
や信用が遠方まで行き渡り、その信用から
取引が始まるでしょう。千客万来の流れ
になり、金銭運は現状維持を守ってこそ
吉。社交運は人気が上昇していきます。

開運★西南吉方位～ここで営業活動を。
（金銭運アップする、目上や上司からの支援あり）

運勢階段の最上階で過ごす今月は、これ
以上を望まずに自分の足許を固めて内面
の強化をしっかりと作っていく月です。ビジ
ネス運は勝利の紐を緩めずに今一度しっ
かりと結び、次への準備をしておきましょ
う。金銭運は営業利益に商機が見えます。
社交運はモテ期に入り人気上昇中です。
人の集まる所へは顔を出してね。
開運★東北吉方位～ここで営業活動を。
（良い変化が期待できる吉方位、新しい出会
いに期待）

2020 年 10月節

10.8▶11.6



「Present」の語源には
「現代・今」という意味があります。

一人ひとりの大切な今日に
感謝の気持ちを込めて「プレゼント」を贈ります。

生命保険の知識の向上と一般消費者の
利益保護を図り、国民生活を守るため、
公正・適正な業務の運営を目的とした
生命保険募集人の公益団体であり、
生命保険ファイナンシャルアドバイザー
として活動しています。

Japan Association of Insurance and Financial Advisors

公益社団法人 
生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会

【JAIFA（ジェイファ）】とは

本誌をお開きいただきましてありがとうございます。
当協会は、公益法人として、広く国民消費者の皆様に
広報誌をお手に取っていただき、
お役に立てていただけますよう発信しております。

© 公益社団法人 生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会教育委員会

JAIFA広報誌「Present」編集部 行
FAX 03-3241-0314

E-mail info@jaifa.or.jp

※ 2020 年の Present は、地球環境の保全保護を
考慮し、大豆油から作られたソイインクと適
切に管理された森林から出された FSC の製品
を使用しています。

本誌に対しまして
ご意見、ご感想を
お寄せください。

C O N T E N T S

 マダム晶子の九性気学で 今日から開運

02  第 74 回　「生命保険の月」に寄せて

04 JAIFA 第50回 定時総会報告

08 第 66 回　ゼロから学ぶ税金講座
 酒税のトリビア（前編）

10 第 214 回　ありがとう生命保険   
～中学生作文コンクール入賞作品より～

  「将来と保険」
 長野県 中野市立南宮中学校　2 学年　宮澤 花乃香

12 第 43 回　社会保険 Q&A
 遺族年金が支給されないケース（2）

13 第 103 回　桐生純子の愛され力   
コミュニケーション術

  【素敵な人になるヒント】 
～マスク越しのコミュニケーション～

14 第 110 回　心のかけはし
 当たり前のことを当たり前のように  

 『この日に絶対に会える人』が  
信頼を置いてもらえるのです

18 第 115 回　思わず伝えたくなる！   
お金にまつわるエトセトラ

 自宅療養するならぜひ使いたい  
「セルフメディケーション税制」

19 第 34 回　想いをつなぐ
 愛のドリーム募金創設 25 周年  

“1 月 31 日生命保険の日”  
全国一斉贈呈式を開催！

20 第 33 回　JAIFA VOICE
 生命保険を通じて社会貢献をしていきたい

厚生労働省の新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）は、スマートフォンの近接通信機能 
（ブルートゥース）を利用し、互いにわからないようプライバシーを確保して、新型コロナウイルス
感染症の陽性者と接触した可能性について、通知を受けることができます。
※右記の QR コードでインストールできます（一部の機種では動作しない可能性があります）。
● 詳しくは、厚生労働省ホームページを参照ください。  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html

感染防止対策にご協力ください！！　新型コロナウイルス感染症予防のために

Google Play App Store

01 2020  |  October
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め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
踏
ま
え
た

お
客
さ
ま
対
応
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
リ
ス
ク

に
備
え
た
保
障
を
提
供
す
る
と
の
社
会

的
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
お
客
さ
ま
・

従
業
員
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
予
防
と
適
切
な
業
務
継
続
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

お
客
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
か
か
る
会
員
各
社
の
取
組
み
等

の
情
報
収
集
・
共
有
化
を
積
極
的
に
進

め
、
業
界
全
体
と
し
て
各
種
対
応
の
高

度
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
直
接
的
な
影
響
を
受
け
ら
れ
た

お
客
さ
ま
に
対
し
て
は
、
今
後
も
感
染

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適
宜
、
保
険
料

払
込
猶
予
期
間
の
延
長
や
保
険
金
等
の

簡
易
支
払
い
と
い
っ
た
特
別
取
扱
い
の

実
施
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
踏
ま
え
た

お
客
さ
ま
対
応
に
つ
い
て

⑴�

高
齢
社
会
へ
の
対
応
～
認
知
症
等
へ

の
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
～

高
齢
の
お
客
さ
ま
に
ご
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
高
度
化
さ
せ
、
安
心

し
て
契
約
を
ご
継
続
い
た
だ
け
る
環
境

一般社団法人 生命保険協会 会長
根岸 秋男

（明治安田生命保険相互会社 取締役 代表執行役社長）

に寄せて
「生命保険の月」
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を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、
生
命
保
険

業
界
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
会
員

各
社
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
等
の
改

善
・
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
直
面
す
る
課
題
や
今
後
目
指
す
べ
き

姿
等
に
つ
い
て
整
理
し
、
意
見
発
信
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
で
は
特
に
、
急
増
を
続
け
る

認
知
症
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
業
界
全
体
で

推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
認
知
症
と

な
っ
た
場
合
等
に
お
客
さ
ま
ご
本
人
だ

け
で
な
く
ご
家
族
に
も
生
じ
る
不
便
を

含
め
た
課
題
を
整
理
・
特
定
し
、
業
界

と
し
て
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵�

保
険
教
育
の
推
進
～
次
代
を
担
う
高

校
生
の
保
険
知
識
向
上
の
た
め
に
～

人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
う
え

で
は
、
人
生
の
早
い
段
階
に
お
い
て
、

保
険
制
度
や
自
助
努
力
に
関
す
る
理
解

を
深
め
、
今
後
直
面
す
る
様
々
な
リ
ス

ク
へ
の
対
処
の
仕
方
に
つ
い
て
自
ら
考

え
る
機
会
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
し

い
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
高
等
学
校

で
の
保
険
教
育
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
、

お
よ
び
成
年
年
齢
の
18
歳
へ
の
引
下
げ

も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
高

等
学
校
で
の
教
育
に
携
わ
る
方
々
に
ご

参
考
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

や
そ
の
活
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

⑶�

事
業
の
健
全
な
発
展
に
向
け
た
基
盤

整
備
等
～
す
べ
て
の
お
客
さ
ま
の
安

心
の
た
め
に
～

生
命
保
険
事
業
に
対
す
る
お
客
さ

ま
か
ら
の
信
頼
を
維
持
し
、
生
命
保
険

業
界
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
各

種
の
基
盤
整
備
や
業
務
運
営
の
高
度
化

に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。顧

客
本
位
の
業
務
運
営
に
つ
い
て

は
、
お
客
さ
ま
の
最
善
利
益
の
追
求
に

向
け
、
今
後
も
お
客
さ
ま
や
社
会
か
ら

の
要
請
等
を
的
確
に
把
握
の
う
え
、
業

界
課
題
へ
の
対
応
や
会
員
各
社
の
取
組

み
支
援
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

税
制
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
皆
さ
ま

が
必
要
と
す
る
多
様
な
生
活
保
障
の
準

備
を
支
援
・
促
進
す
る
た
め
、
生
命
保

険
料
控
除
制
度
の
拡
充
を
引
き
続
き
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
融
資
や
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
通
じ
て
、
投
資

先
企
業
の
企
業
価
値
向
上
や
持
続
可
能

な
経
済
成
長
へ
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

わ
が
国
の
生
命
保
険
事
業
の
特
性
を
踏

ま
え
た
国
際
金
融
規
制
や
国
際
会
計
基

準
、
国
内
規
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
意

見
発
信
等
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
適
切
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
へ

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
令
和
２
年
度
の
活
動

テ
ー
マ
で
あ
る
「『W

illpow
er

』
～
意

志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
ひ
ら
け
る
～
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
生
命
保
険
業
界
も
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
る
な
か
で
、
今
こ
そ
お
客

さ
ま
に
安
心
を
お
届
け
す
る
と
い
う
生

命
保
険
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
強
い
意

志
を
持
っ
て
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て

い
く
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

わ
が
国
が
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
お

客
さ
ま
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観

の
多
様
化
が
進
み
、
さ
ら
に
足
も
と
で

は
コ
ロ
ナ
の
時
代
へ
の
新
た
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
の
視
点
に
立
っ
た

活
動
を
通
じ
て
生
命
保
険
業
界
を
牽
引

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
現
下
の
困
難

な
状
況
に
お
け
る
皆
さ
ま
の
活
動
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
発
展
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

以　

上

根岸 秋男（ねぎし　あきお）
昭和 33 年 10 月 31 日生　埼玉県出身
● 学歴　昭和 56 年 3 月　早稲田大学 理工学部卒
● 職歴
昭和 56 年 4 月  明治生命保険相互会社入社
平成 15 年 4 月  滋賀支社長
平成 16 年 1 月   （合併により明治安田生命保険相互会

社に改称）滋賀支社長
平成 17 年 4 月  企画部長
平成 19 年 4 月  営業企画部長
平成 21 年 7 月  執行役 営業企画部長
平成 23 年 4 月  執行役
平成 24 年 4 月  常務執行役
平成 25 年 4 月  取締役 代表執行役社長　現在に至る
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令
和
２
年
度
事
業
計
画
書

昨
年
５
月
１
日
に
誕
生
し
た「
令
和
」

の
新
元
号
に
も
馴
染
み
が
深
ま
り
、
本

年
は
令
和
２
事
業
年
度
目
と
な
り
ま

す
。
時
代
の
変
わ
り
目
と
と
も
に
、
新

し
い
息
吹
が
期
待
さ
れ
る
真
っ
た
だ
中

の
事
業
年
度
を
迎
え
た
と
言
え
る
年
で

す
。し

か
し
、
１
月
下
旬
に
中
国
武
漢
で

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
発
症
し
、

日
本
で
も
大
型
客
船
の
乗
客
か
ら
国
内

感
染
者
が
は
じ
ま
り
患
者
数
が
増
加
を

た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。
人
々
は
過
去
に

経
験
の
な
い
対
応
が
求
め
ら
れ
、
オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
、
パ

ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク

も
さ
る

こ
と
な

が
ら
、

経
済
活

動
に
も

大
き
く

影
を
落

と
し
始

め
ま
し

た
。い

ま
こ
の
と
き
に
、
私
た
ち
生
命
保

険
営
業
職
員
は
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
会
員

で
あ
る
誇
り
を
見
つ
め
な
お
し
、
公
益

社
団
法
人
と
い
う
組
織
で
の
事
業
活
動

を
通
じ
て
大
き
く
進
化
発
展
す
る
チ
ャ

ン
ス
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。そ
こ
で
、

本
事
業
年
度
テ
ー
マ
を
「W

illpow
er

～
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
ひ
ら
け
る

～
」
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま

す
。い

つ
の
世
も
生
命
保
険
は
、
広
く
万

人
の
た
め
に
あ
り
、
景
気
や
時
代
に
左

右
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

客
様
に
よ
り
良
い
生
命
保
険
を
お
届
け

す
る
た
め
に
、
会
員
は
研
鑽
に
励
み
、

目
標
と
強
い
志
を
持
ち
仕
事
に
励
ん
で

い
ま
す
。
強
い
意
志
が
あ
る
と
こ
ろ
に

か
な
ら
ず
道
は
開
け
ま
す
。
強
い
意
志

が
な
け
れ
ば
道
は
で
き
ま
せ
ん
。
不
断

の
努
力
を
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
努
力
は
人
を
裏
切
り
ま
せ
ん
。
自

身
を
輝
か
せ
る
た
め
に
も
、
何
事
も
成

し
遂
げ
よ
う
と
す
る「W

illpow
er

（
意

志
）」
を
強
く
持
っ
て
発
揮
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

第
16
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に

就
任
［
１
８
６
１

年
３
月
４
日
］
し

た
エ
イ
ブ
ラ
ハ

ム
・
リ
ン
カ
ー
ン

の
有
名
な
言
葉

に
、『
意
志
あ
る

と
こ
ろ
に
道
は
ひ

ら
け
る
（W

here 
there's a w

ill, 
there's a w

ay.

）』
い
う
一
節
が
あ
り

ま
す
。「
ど
ん
な
に
困
難
な
道
で
も
そ

れ
を
や
り
遂
げ
る
意
志
さ
え
あ
れ
ば
必

ず
道
は
開
け
る
」
と
い
う
希
望
と
勇
気

に
満
ち
た
言
葉
で
す
。
一
歩
踏
み
出
す

こ
と
を
た
め
ら
っ
た
と
き
、
困
難
に
直

面
し
た
と
き
な
ど
、
ぜ
ひ
と
も
思
い
出

し
た
い
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
は
、
会
員
４
万
名
の
組

織
力
を
活
か
し
て
き
た
こ
の
力
が
「
公

益
社
団
」の
組
織
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

会
員
個
々
が
自
分
の
枠
を
超
え
て
新
し

い
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
命
保

険
の
仕
事
に
対
す
る
資
質
が
さ
ら
に
向

上
し
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
中
で
邁
進
す
る

姿
に
、
本
年
度
は
、
各
人
の
強
い
意
志

を
加
え
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
活
動
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

令和 2 年度

第50回 定時総会
Willpower ウイルパワー ～意志あるところに道はひらける～

2020 年度活動テーマ

新型コロナウイルス感染拡大の影響で延期していた定時総会が令和2年8月4日（火）JAIFA本部会議室にて、 
初めてテレビ会議方式にて開催されました。

テレビ会議にて冒頭挨拶をする石井理事長

一部役員は本部事務局会議室より参加しました



本部、9ブロック、54地方協会ともに公益法人としての高い意識を持ち続ける中で、9事業年度目を迎えた。
会員一人ひとりが一層の公益事業の発展と期待への高まりに応えられるよう、これまでにも増して志し高く
活動していく。

1 「公益社団法人」9 事業年度目の発展

永続的社会貢献活動とする「愛のドリーム募金」「ハートフルファンデーション」「他のボランティア団体
が実施する行事等への参加型の社会貢献活動」の 3つの公益事業への取り組みが確立されている。各柱の
特徴、役割、目的の中で、地方協会では地域の特色を活かし、相互扶助・助け合いの心をもった絆をより一
層強く結び合うように本年も事業展開していきたい。そしてまた、JAIFA 全体としても、会員一人ひとり
の思いが活かされるように推進していく。

3 永続的社会貢献活動 3 本柱への会員の思い

思いもかけず近年は全国各地で局所・突発的に大災害が発生している。会員一人ひとりからの基金が存在
することで大災害発生の緊急時に、迅速で細やかな独自の支援活動を行うことの体制は確立したものの、災
害被災地の現状を把握する上では課題も多い。発生してほしくない災害ではあるが「いま私たちにできるこ
と」の思いを胸に、万一の緊急支援への要請に対する声には、現地との密接な連携のもとに、さらに迅速に
応えるファンデーションとなるよう初動からの支援体制を強化していく。

4 「ハートフルファンデーション」の初動体制の強化

生命保険が自分や家族の生活を守る大切な役割を担っていることを理解していただけるよう、一般消費者
の方々に広く参加をしていただくための「講演会」「研修会」「セミナー」などの実施は欠かせない公益事業
目的である。地方協会 54協会という全国的な組織力を活かし、行事等へより多くの参加者を増やしつつ、
生命保険商品をはじめとする金融商品の正しい知識や活用を一般社会に普及させるとともに、併せて社会貢
献活動にも資する JAIFAの活動にもご理解ご支援をいただけるように取組んでいく。

5 一般消費者や会員のお客様（生命保険業界関係の方々を除く）の行事参加

公益事業推進と価値を高め、その事業活動が全国津々浦々へ繋がることが、すべての事業の取り組みの拡
充にも大切なことである。そのため、会員の増加は、全国どの地域にとっても不可欠な取り組みである。よっ
て、組織強化の施策として会員間の情報交換の仕組みを強化することや、本部と会社代表とのコミュニケー
ションを密にしながら会社ごとの現状を判断しつつ、組織を一層拡充させるとともに、本社控除による会費
徴収のシステム化、口座振替による会費納入など会員の利便化を図り、会員増強にも全力を傾注していく。

6 会員増強と組織の強化

日常的にスマートホンやタブレット端末が活用される昨今、今期は、委員会体制を見直し、IT を活用す
ることを各委員会事業の中に取り入れて促進していく。このような中、学習帖の活用は、会員がサイトを活
用して自己研鑽することでお客さまにより的確な生命保険をお届けし、また、生きがいや生活設計支援の教
育啓発をすることにある。学習帖を通じ見識を深めるとともに、生命保険事業の社会的理解を高め、公益に
資することのできるよう展開させていく。

2 IT 化の促進と学習帖の活用を通じた研鑽による公益事業への連携

05 2020  |  October

※ 掲載した定時総会報告は、議案書の一部を抜粋したものです。詳細は会員の皆さまに配布した議案書にてご確認いただくか、
所属の地方協会長にお問い合わせください。

事 業 計 画 基 本 方 針
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時代にあわせ現在の公益活動をより明確に表すため、従来の 4 委員会 6 部会体制から令和 2 年度より 5 委員会 
3 部会体制となりました。

常設委員会
5 委員会 3 部会体制

令和 2 年度～

IT 公益推進委員会　教育部会

企画運営委員会

IT 公益推進委員会　広報部会

社会貢献委員会

公益総務委員会

会員増強委員会

ハートフルファンデーション委員会

特別委員会

IT 公益推進委員会　IT 推進部会

旧委員会

常設委員会
4 委員会 6 部会体制

教育委員会

企画広報委員会 企画部会

組織委員会 財務部会

企画広報委員会 広報部会

社会奉仕委員会

組織委員会 金融業界調査部会

組織委員会 組織部会

組織委員会 総務部会

ハートフルファンデーション委員会

特別委員会

令和２年度からの委員会体制

新 委 員 会 体 制

今後の年次大会開催予定について
2021 年大会は

2021 年 5 月 28 日（金）広島 にて
開催を予定しております。

現在、新型コロナウイルス感染拡大予防に留意し、
企画運営委員会と広島の皆様とともに開催に向けて
準備をしております。

会員の皆様へ
新型コロナウイルス感染拡大で大変な状況の中、議案書の配布や委任状の取りまとめ、ご返送の対応いただき誠にありがとうございました。
おかげさまで３分の２の委任状が集まり、無事定時総会を開催することができました。ご協力に厚く御礼申し上げます。
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社会貢献委員会 エコ活動報告

協会名 各地方協会より贈呈先の報告

福岡協会 大牟田市社会福祉協議会、久留米社会福祉協議会へ寄贈。

佐賀県協会 佐賀県の社会福祉協議会、市町村へ直接確認をし、鳥栖の朝日山学園と神埼市役所、
佐賀市役所、太良町役場へ寄贈。太良町の町長よりお礼の手紙が到着。

熊本県協会 人吉、芦北、八代市の社会福祉協議会（ボランティアセンター）に寄贈予定。

大分県協会 各行政に確認したところ、すでに間に合っていたため、今後の台風等の被害時のために備蓄。

宮崎県協会 商工会議所を通じて熊本県人吉市へ寄贈。

鹿児島県協会 鹿児島県の社会福祉協議会ボランティアへ寄贈。

長崎県協会 介護施設他へ寄贈。端切れについては、雑巾などに加工してからお送りすることを検討中。

岐阜県協会 住友生命岐阜支社　南ひだ支部、益田中央支部へ寄贈（支社が被災のため）。

< 佐賀県協会 >
タオル贈呈とお礼状

年次大会へ向け過去 4 事業年度に渡り寄贈をいただいている手ぬぐい等製造の「大野商店」様より、
今年度も「手ぬぐい」の寄贈をいただき、「令和 2 年 7 月豪雨災害支援物資」として、支援要望のあっ
た九州ブロック内 7 地方協会（福岡協会、佐賀県協会、長崎県協会、熊本県協会、大分県協会、宮
崎県協会、鹿児島県協会）と岐阜県協会へ下記枚数を発送致しました。

発送日 地方協会 枚数

7 月 15 日
福岡協会、佐賀県協会、熊本県協会、
大分県協会、宮崎県協会、鹿児島県協会

各 360 枚
（計2,160枚）

長崎県協会 480 枚

7 月 17 日 岐阜県協会 725 枚

7 月 20 日
福岡協会、佐賀県協会、熊本県協会、
大分県協会、宮崎県協会、鹿児島県協会

各 435 枚
（計2,610枚）

長崎県協会 624 枚 合計6,599枚

< 福岡協会 >
豪雨支援

社会貢献委員会では、「タッチ　エコ！」をスローガンとして、地球にやさしいエコ
活動へ積極的に取り組んでいます。「令和 2 年 7 月豪雨災害」に対しても緊急支援物資
として対応しました。



３
つ
に
分
か
れ
る
ビ
ー
ル
系

　

酒
税
の
改
正
が
あ
り
、
２
０
２
０
年
10

月
１
日
か
ら
ビ
ー
ル
な
ど
の
税
率
が
変
更
さ

れ
て
い
る
。

A

　

ニ
ュ
ー
ス
で
み
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
は
少

し
安
く
な
っ
て
、
発
泡
酒
な
ど
は
高
く
な
っ

た
ん
で
す
よ
ね
。

　

い
わ
ゆ
る
ビ
ー
ル
系
飲
料
は
税
金
上

「
ビ
ー
ル
」「
発
泡
酒
」「
第
三
の
ビ
ー
ル
」

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
第
三
の
ビ
ー

ル
」
は
「
新
ジ
ャ
ン
ル
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
よ
。
今
回
、
こ
の
う
ち
「
ビ
ー
ル
」

は
税
金
が
少
し

―
３
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り
７
円

―
安
く
な
っ
た
。一
方
で「
第

三
の
ビ
ー
ル
」は
10
円
弱
高
く
な
っ
た
ん
だ
。

こ
れ
に
伴
い
、
販
売
価
格
も
「
ビ
ー
ル
」
は

下
が
り
、「
第
三
の
ビ
ー
ル
」
は
少
し
値
上

が
り
に
な
っ
て
い
る
。
じ
つ
は
３
類
型
の
う

ち
一
般
的
な
「
発
泡
酒
」
は
、
税
率
は
変
更

さ
れ
て
い
な
い
ん
だ
。

　

「
発
泡
酒
」
と
か
「
第
三
の
ビ
ー
ル
」

と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
ど
の
銘
柄
が
ど
れ

か
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
飲
ん
で
い
る
人
も
多

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　

図
表
１
に
各
社
が
出
し
て
い
る
ビ
ー
ル

系
飲
料
の
代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
た
か
ら
、

BABA

自
分
が
飲
ん
で
い

る
の
が
３
つ
の
う

ち
の
ど
れ
に
該
当

す
る
の
か
確
認
し

て
み
る
と
い
い
よ
。

　

そ
も
そ
も
、

３
つ
の
違
い
は
何

で
す
か
。

　

原
料
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
麦

芽
の
量
が
違
う
ん

だ
。
ほ
か
に
も
い

ろ
い
ろ
と
細
か
い

規
定
は
あ
る
け
れ

ど
、
基
本
的
に
は
原
材
料
に
占
め
る
麦
芽
の

割
合
に
応
じ
て
３
類
型
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
酒
税
の
税
率
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

麦
芽
っ
て
何
で
す
か
。

　

麦
の
実
を
発
芽
さ
せ
た
も
の
だ
よ
。

ビ
ー
ル
は
お
も
に
麦
で
で
き
て
い
る
お
酒

だ
。
漢
字
で
は
麦
酒
と
書
く
こ
と
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
ね
。
た
だ
、
麦
そ
の
も
の
で
は
な

BABA

66

酒税のトリビア（前編）

キリン アサヒ サッポロ サントリー

ビール 一番搾り スーパードライ 黒ラベル ザ・プレミアム・
モルツ

発泡酒 淡麗 スタイルフリー 極 ZERO －

第三のビール 本麒麟 ザ・リッチ 麦とホップ 金麦

図表 1 ■ビール系飲料の３類型のおもな銘柄

※各社のホームページを参考に筆者作成
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★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

　

安
い
「
第
三
の
ビ
ー
ル
」
が
値
上
げ
さ

れ
る
の
は
な
ん
と
な
く
釈
然
と
し
ま
せ
ん

ね
。
将
来
的
に
は
「
発
泡
酒
」
や
「
第
三
の

ビ
ー
ル
」は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
。

　

酒
税
の
分
類
上
は
な
く
な
る
、
と
い
う

こ
と
だ
け
ど
、
一
方
で
ビ
ー
ル
系
飲
料
の
多

様
化
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。
た
と
え

ば
、
い
ま
は

「
発
泡
酒
」

や
「
第
三
の

ビ
ー
ル
」
に

分
類
さ
れ
て

い
る
、
健
康

面
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
プ
リ

ン
体
ゼ
ロ
と

か
糖
質
ゼ
ロ

と
い
っ
た
も

の
は
残
る
だ

ろ
う
ね
。

BA

く
、
麦
芽
を
使
っ
て
い
る
。
発
芽
さ
せ
る
こ

と
で
発
酵
に
必
要
な
糖
分
が
生
ま
れ
る
か
ら

な
ん
だ
。麦
芽
は
英
語
で
モ
ル
ト
と
い
う
よ
。

　

麦
芽
以
外
の
原
料
も
使
わ
れ
て
い
る
の

で
す
か
。

　

麦
芽
の
ほ
か
に
、
必
ず
使
わ
れ
て
い
る

の
は
ホ
ッ
プ
、
そ
れ
に
水
だ
。
ホ
ッ
プ
は
つ

る
性
の
植
物
で
、
香
り
や
苦
み
を
出
す
の
に

使
わ
れ
る
ん
だ
。
麦
芽
を
主
原
料
に
し
て
、

水
を
加
え
て
ホ
ッ
プ
で
味
を
整
え
発
酵
さ
せ

る
、と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
だ
よ
。
た
だ
、

多
く
の
銘
柄

―
麦
芽
１
０
０
％
で
あ
る
も

の
以
外

―
に
は
、
主
原
料
と
し
て
麦
芽
以

外
に
米
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
使
わ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
麦
芽
の
割
合
に
応
じ

て
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
、
税
率
が
決
め
ら
れ

て
い
る
ん
だ
。「
ビ
ー
ル
」は
麦
芽
50
％
以
上
、

「
発
泡
酒
」
は
50
％
未
満
、
麦
芽
が
使
わ
れ

て
い
な
い
も
の
は
「
第
三
の
ビ
ー
ル
」
と
い

う
の
が
基
本
的
な
分
類
だ
。

　

麦
芽
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
税
率
も
高

い
…
…
。

BAB

２
０
２
６
年
に
は
税
率
一
本
化

　

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
い
ま
は
「
ビ
ー
ル
」

「
発
泡
酒
」「
第
三
の
ビ
ー
ル
」
の
順
に
税
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
た
だ
し
、
図
表

２
の
と
お
り
、
今
後
段
階
的
に
税
率
が
改
正

さ
れ
、
最
終
的
に
は

―
２
０
２
６
年
10
月

に
は
３
つ
と
も
同
じ
税
率
に
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。
今
回
の
税
率
改
正
は
そ
の
第

一
弾
と
い
う
位
置
づ
け
だ
よ
。

　

な
ぜ
、
そ
ん
な
改
正
が
行
わ
れ
る
ん
で

す
か
。

　

そ
も
そ
も
、「
発
泡
酒
」
や
「
第
三
の

ビ
ー
ル
」
が
登
場
し
て
き
た
の
は
、
酒
税
を

安
く
済
ま
せ
る
た
め
に
メ
ー
カ
ー
が
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
最
近
で
は「
ビ
ー
ル
」の
売
上
よ
り「
第

三
の
ビ
ー
ル
」
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る

く
ら
い
で
、
酒
税
の
徴
税
額
は
全
体
と
し
て

減
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
国
と
し
て
は
税
収
を

上
げ
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

ABA

改正前 2020 年 10 月 2023 年 10 月 2026 年 10 月

ビール 77 円 70 円 63.35 円

54.25 円発泡酒 46.99 円 46.99 円
46.99 円

第三のビール 28 円 37.8 円

図表 2 ■ビール系飲料の酒税の改正

※財務省の資料をもとに筆者作成。

金額は 350ミリリットル当たりの税額。「発泡酒」の欄は麦芽比率 25％未満の税率（「発泡酒」
は麦芽比率 25％以上と 25％未満で異なる税率が設定されている）。多くの「発泡酒」の麦芽
比率は 25% 未満。
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新刊のご案内

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
生
命
保
険
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
益
財
団
法
人
生
命
保
険

文
化
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
第
57
回
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
生
命
保
険

このコーナーは公益財団法人生命保険文化センターのご協力を得て作成されています。生命保険文化センターでは、
生命保険にまつわるさまざまな情報を発信していますので、ホームページをぜひご覧ください。▶▶▶▶ https://www.jili.or.jp/

214

　

私
の
母
は
今
、
小
学
校
で
図
書
館
司
書
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
頃
は
、
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
あ
る
こ
と
が
き
っ

か
け
で
母
は
、
自
分
の
夢
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け
と
い
う
の
が
、〝
父
の
死
〟

で
す
。
母
の
父
、
私
の
祖
父
に
あ
た
る
人
が
病
気
で
早
く
に

亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
ま
だ
四
十
代
と
い

う
若
さ
で
し
た
。
そ
の
時
母
は
高
校
三
年
生
で
し
た
。
美
術

が
得
意
だ
っ
た
母
は
、
推
薦
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
べ
る
大
学
に

進
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
母
は
そ
の
学
校
に
行

き
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
お
金
の
関
係
や
、
下
に
弟
が
二
人
い

た
こ
と
も
あ
り
、
母
の
母
、
私
の
祖
母
に
あ
た
る
人
が
進
学

を
反
対
し
ま
し
た
。
そ
し
て
母
は
自
分
の
夢
を
諦
め
、
高
卒

で
働
き
始
め
た
の
で
す
。

　

私
は
こ
の
話
を
母
か
ら
聞
い
て
、
自
分
の
親
と
夢
を
同
時

に
失
う
の
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
私

だ
っ
た
ら
、悲
し
く
て
、辛
く
て
立
ち
直
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
母
も
そ
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
私
は
ふ
と
、

こ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。『
も
し
、
母
の
父
が
ち
ゃ
ん
と

し
た
生
命
保
険
に
入
っ
て
い
た
ら
？
』
と
。
十
分
な
保
険
金

が
お
り
、
母
は
大
学
に
進
学
で
き
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
夢
も
叶
え
ら
れ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
母
の
悲
し
み
や
辛
さ
が
軽
減
さ

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

未
来
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

将
来
と
保
険

長
野
県 

中
野
市
立
南
宮
中
学
校　

二
学
年　

宮み
や
ざ
わ澤 

花か

の

か
乃
香

都
道
府
県
別
賞
一
等
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新刊のご案内

 ｢ねんきんガイド｣改訂版ができました！
 「ねんきんガイド」は、公的年金制度と
個人年金保険の仕組みを図表や Q&A
を用いてわかりやすく解説した小冊子
です。
今回の改訂では、公的年金額などの掲
載数値を最新化したほか、2020（令
和 2）年 5 月 29 日に成立した「年金
制度改正法」の主な内容（公的年金受
給開始年齢の拡大、在職老齢年金制
度の見直しなど）をまとめています。
B5 判・68 ページ（オールカラー）
1 部 200 円（税込価格・送料別）
お申込みは（公財）生命保険文化センターホームページ

（https://www.jili.or.jp/）でどうぞ。

タイムリー、そして役立つ情報が満載！  
メールマガジンのご登録をぜひどうぞ

（公財）生命保険文化センターでは毎月数回、
社会保障制度の動向や税制改正など役立つ情報
をメールマガジンにて無料でお届けしています。
登録はホームページ上のバナーから
簡単にできます。また、スマートフォ
ンからは QR コードの利用が便利
です。

メール
マガジン
メール
マガジン

登録
受付

毎

月配信

2回

生
命
保
険
一
つ
が
、
残
さ
れ
た
遺
族
の
人
生
を
大
き
く
左
右

す
る
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
中
で
、〝
死
〟
と
い
う
も
の
は
常
に

隣
り
合
わ
せ
で
す
。
考
え
た
く
は
な
い
け
れ
ど
、
自
分
や
身

近
な
人
が
い
つ
危
険
な
目
に
遭
う
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い

こ
と
で
あ
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
不
安
に
対
し
、
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
近
頃
、
よ
く
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
ま
す
。

特
に
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
因
る
事
故
が
増
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
で
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が

さ
ら
に
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
る
と
少
し
不

安
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
自
分
や
家
族
が
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
な
ん
て
考
え
る
と
ま
す
ま
す
不
安
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
〝
不
安
〟
を
〝
安
心
〟
に
変
え

る
の
が
生
命
保
険
だ
と
思
い
ま
す
。
正
直
、
保
険
の
こ
と
は

な
に
も
知
ら
な
く
て
、
残
さ
れ
た
遺
族
に
保
険
金
が
お
り
て

く
る
だ
け
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
保
険
に

つ
い
て
調
べ
た
り
、
考
え
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
、
保
険
は

自
分
の
将
来
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
、
必
要
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
は
将
来
、〝
自
分
の
た
め
〟
に
保
険
に
入
り
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
、
保
険
は
家
族
の
た
め
に
入
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
保
険
に
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
は
結

果
、
自
分
の
た
め
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
前
に
も

書
い
た
よ
う
に
、
日
常
に
起
き
る
不
安
を
安
心
に
変
え
て
く

れ
る
〝
保
険
〟
は
、
毎
日
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
今
の
自
分
の
た
め
に
も
、
将
来

の
自
分
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
生
命
保
険
に
つ
い
て
学
び
、

知
識
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
い
つ
か
絶
対
、
役
に
立
つ
日
が

来
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
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先
月
号
で
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
な
い
ケ
ー
ス
に
、
子
ど
も
が
い
な
い

場
合
や
保
険
料
未
納
期
間
が
一
定
以
上
あ
る
場

合
な
ど
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
遺

族
厚
生
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
か
。遺

族
厚
生
年
金
は
子
ど
も
が
い
な
く
て

も
支
給
さ
れ
ま
す
。
基
本
的
に
、
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者（
現
役
の
会
社
員
な
ど
）

が
死
亡
し
た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
ま
れ

に
要
件
を
満
た
さ
ず
支
給
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
え
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
時
に
は
厚
生
年
金

QA

保
険
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合
も
、
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

遺
族
厚
生
年
金
に
も
納
付
要
件

先
月
号
で
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
要
件
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
保
険
料
未
納
期
間
が
一
定
以

上
な
い
こ
と
、
を
挙
げ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

①
保
険
料
の
未
納
期
間
が
３
分
の
１
以
下
で
あ

る
か
、
ま
た
は
②
直
近
１
年
間
に
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い
か
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い

な
け
れ
ば
、
支
給
さ
れ
な
い
、
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
要
件
は
じ
つ
は
遺
族
厚
生
年
金
に
も

あ
り
ま
す
。

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
場
合
は
、
そ

も
そ
も
保
険
料
を
直
接
納
め
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
滞
納
、
未
納
と
い
う
こ
と
は
起

こ
り
え
ま
せ
ん
が
、
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険

者
期
間
の
前
に
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
が
あ
る
場
合
（
会
社
勤
め
を
す
る
前
は

自
営
業
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
場
合
）
は
、
こ

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
死
亡
時
に
勤
務
し
て
い
た
会
社
に

遺族年金が
支給されないケース（2）

第 43 回

勤
め
始
め
て
ま
だ
１
年
未
満
で
、
そ
の
前
の
第

１
号
被
保
険
者
期
間
は
ず
っ
と
未
納
で
あ
っ
た

な
ど
と
い
う
場
合
な
ど
は
、
①
、
②
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
で
な
い
場
合
は

「
25
年
要
件
」

遺
族
厚
生
年
金
は
、
死
亡
時
に
は
厚
生
年
金

保
険
の
被
保
険
者
で
な
く
て
も
、
か
つ
て
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
た
場
合
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満

た
せ
ば
支
給

さ
れ
ま
す
。

こ
の
要
件
は

「
25
年
要
件
」

と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
公

的
年
金
の
加

入
期
間
（
厚

生
年
金
保
険

の
加
入
期

間
だ
け
で
な

く
、
国
民
年

遺族基礎年金 遺族厚生年金

死亡し
た人

・ 子ども（原則として18歳到達年
度末まで）がいない場合

・ 未納期間が一定以上ある場合
・ 65 歳以上で死亡した場合で、
「25 年要件」を満たさない場合

・ 国民年金第１号被保険者期間
がある場合で未納期間が一定
以上ある場合

・ 死亡時点で厚生年金保険の被
保険者でない場合で、「25 年
要件」を満たさない場合

遺族 ・ 生計維持基準（年収 850 万円未満）を満たさない場合

図表■ 遺族年金が支給されないケース（夫が死亡して妻が
残された場合）

12



★ご質問はお気軽にお寄せください。　info@jaifa.or.jp

Profile

桐生純子
（株）Feel Communication　代表取締役  
（コミュニケーションクリエーター）

富士銀行勤務を経て、米国プログラムの研修会社で
教育トレーナーを経験の後、人材育成の会社を設立。
国際イメージコンサルタントとして日本では数少な
いヒューマンスキル分野で 20 年のエキスパート。
年間の講演・研修は 200 本を超える。スキルにと
どまらない「気づき」を与える話は「心に響く」「楽しく具体的でわか
りやすい」と業種を超えて大好評。日経 BP コラムニスト、2 児の母。
コミュニケーショントレーニングジム→https://kiryujunko.com/

限
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
先
月
号
で
触
れ
た
遺
族
の
収

入
要
件
も
あ
り
ま
す
。

金
第
１
号
被
保
険
者
期
間
で
保
険
料
を
納
め
た

期
間
な
ど
を
含
み
ま
す
）
が
通
算
し
て
25
年
以

上
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
死
亡
時
に
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
場
合
は
こ
の

要
件
は
不
要
で
、
か
り
に
加
入
期
間
が
１
年
で

も
支
給
さ
れ
ま
す
）。
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
ま
せ
ん
。

① 

18
歳
で
就
職
し
た
会
社
を
24
年
間
勤
務
し
て

退
職
し
、
自
営
業
者
に
な
り
第
１
号
被
保
険

者
と
な
っ
て
１
年
未
満
で
死
亡
し
た
場
合
。

② 

す
で
に
リ
タ
イ
ア
し
て
老
齢
厚
生
年
金
を
受

給
し
て
い
た
人
で
、
通
算
加
入
期
間
が
25
年

未
満
の
人
が
死
亡
し
た
場
合
。

①
の
ケ
ー
ス
は
、
通
算
で
25
年
以
上
に
な
れ

ば
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
第
１
号
被
保
険
者
期

間
が
１
年
以
上
に
な
れ
ば
（
そ
し
て
そ
の
間
保

険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
）
遺
族
厚
生
年
金
は
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
②
の
ケ
ー
ス
が

意
味
す
る
の
は
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
要
件

で
あ
る
加
入
期
間
要
件
は
「
10
年
以
上
」
な
の

で
、
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
死
亡
し
て
も

必
ず
し
も
遺
族
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
は

Profile

武田祐介
社会保険労務士、
1 級 フ ァ イ ナ ン
シャル・プランニ
ング技能士
ファイナンシャル・
プランナーの教育
研修、教材作成、書籍編集の業務に長く
従事し、2008 年独立。武田祐介社会保険
労務士事務所所長。生命保険各社で年金
や FP 受験対策の研修、セミナーの講師
を務めている。

公式HP https://www.officetakeda.jp/

「新しい生活様式」の中で私たちの日常となった
のがマスクの着用ですね。エチケットとして必須と
なったマスクですが、顔の半分が隠れてしまうため
お互いに表情がわかりづらく言葉も聞き取りづら
いために「私の言いたいことはちゃんと伝わって
いるかな？」と不安や戸惑いがありませんか？
そこで今回は、マスク越しの会話でもちょっとした
心がけで、もっと素敵な人間関係が作れるヒント
をお伝えしましょう。一つ目は、コミュニケーション
の基本でもある「視線を合わせること」をこれまで
以上に意識するということです。とはいえ、日頃
から相手の目を見て話すことに苦手意識がある
人は意外に多いのですが、マスクでお互いの顔
半分が隠れていることで思ったよりも気恥ずかし
さが軽減されます。もちろん感じ方は人それぞれ
ですが、これもまた「新しい生活様式」への柔軟
な対応の一つと
してポジティブに
捉えて実践して
みてはいかがで
しょうか。このあ
ともヒントは続き
ます♥

～素敵な人になるヒント～

マスク越しのコミュニケーション

VoI.103
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Profile

当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
の
よ
う
に

 『
こ
の
日
に
絶
対
に
会
え
る
人
』
が

信
頼
を
置
い
て
も
ら
え
る
の
で
す

『
自
分
が
嫌
だ
な
と
思
う
こ
と
は
し
ま
せ
ん
』
と
熱
く
語
る
清
水
明
子
さ
ん
。

そ
う
言
い
切
る
た
め
に
、
自
分
が
や
れ
る
こ
と
は
人
の
何
倍
も
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
想
い
が

し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
誰
よ
り
も
や
る
姿
勢
に
、

清
水
さ
ん
の
営
業
に
対
す
る
矜き

ょ
う

持じ

を
感
じ
ま
し
た
。

職
域
活
動
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す

―
新
人
時
代
の
基
盤
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

清
水　
も
と
も
と
鳥
取
県
出
身
で
す
が
、
主
人

の
仕
事
の
都
合
で
10
年
間
は
大
阪
で
暮
ら
し
て

お
り
ま
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
と
い
う
こ
と
で

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
出
身
地
と
は
別
の

場
所
で
生
活
を
し
て
い
る
の
で
、
仕
事
は
縁
故

基
盤
も
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た

ね
。―

職
域
が
主
な
活
動
基
盤
だ
そ
う
で
す

が
、
職
域
基
盤
が
強
い
土
地
柄
な
ん
で
す
か
？

清
水　
特
に
職
域
基
盤
が
強
い
土
地
柄
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
新
人
時
代
は
基
盤
が
な
い
と

こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
ま
ず
は
地
域
の
飛

び
込
み
の
活
動
か
ら
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
断
ら
れ
て
ば
か
り
で
思
う
よ
う
に
成
果

が
上
が
ら
ず
、
効
率
が
悪
い
と
感
じ
た
の
で
、

職
域
を
開
拓
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
て
行
き
始

め
ま
し
た
。
営
業
所
か
ら
付
与
さ
れ
た
所
も
あ

り
ま
す
が
、
職
域
は
５
～
６
箇
所
担
当
し
て
い

ま
す
。自
分
が
開
拓
し
て
、集
団
設
置
ま
で
い
っ

た
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
入
る
こ
と
が
で

き
て
食
堂
ま
で
、
で
も
ほ
と
ん
ど
が
食
堂
前
の

廊
下
で
の
募
集
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
社
の
職

員
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、

限
ら
れ
た
時
間
、
場
所
の
中
で
の
活
動
な
の
で

清
し

水
み ず

 明
あ き

子
こ

さん
第一生命保険株式会社  
鳥取北営業オフィス
鳥取県米子市出身。平成元年
1 月募集人登録。リムラ国
際継続率優秀賞（IQA）は、
受賞要件が非常に難しかっ
た時期も含めて 10 回連続
受賞。MDRTには16回入会。
趣味：卓球。家族：現在、
子どもは独立し、夫と 2 人
暮らし。血液型：AB 型。

Vol.110

14



集
中
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
た
ら
、
次
回
お
会
い
し
た
と
き

に
名
前
と
顔
、
ご
家
族
状
況
な
ど
、
お
話
し
た

こ
と
を
思
い
だ
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、

と
て
も
神
経
を
使
い
ま
す
。

―
ア
ン
ケ
ー
ト
の
取
り
方
を
教
え
て
も
ら

え
ま
す
か
？

清
水　
ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
基
本
的
に
書
い

て
い
た
だ
け
な
い
も
の
、
と
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
で
す
ね
。
全
員
の
お
客
様
に
教
え
て
い
た
だ

け
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
名
札
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
で
す
か
ら
、
名
札
を

見
て
名
前
を
覚
え
、
つ
い
で
に
口
頭
で
生
年
月

日
を
聞
く
と
い
う
や
り
方
を
し
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、配
り
も
の
を
し
な
が
ら
距
離
を
縮
め
て
、

携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
先
を
お
聞
き
す
る
と
い

う
よ
う
な
感
じ
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
す

ぎ
て
も
、
い
た
だ
い
た
情
報
が
自
分
の
頭
の
中

で
ま
と
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、

た
だ
や
み
く
も
に
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
基
本
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。

清
水　
そ
う
な
の
で
す
。
職
域
の
お
昼
の
活
動

で
は
、
そ
の
程
度
し
か
お
伺
い
せ
ず
、
そ
の

後
、
ツ
ー
ル
や
ご
く
一
般
的
な
当
社
の
商
品
を

持
参
し
て
軽
く
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
だ
け

で
す
。
１
日
に
５
件
く
ら
い
は
ご
提
案
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
１
人
の
方
と
お
話
を
し
て
い
る

う
ち
に
、事
前
に
私
の
方
で
準
備
を
し
て
い
た
、

他
の
お
客
様
に
お
声
掛
け
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
し
な

が
ら
も
、
４
～
５
件
は
お
客
様
と
お
話
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
執
拗
に
話
し
続

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
客
様
に
も
ご
迷

惑
が
か
か
り
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
心

を
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
他
の
お
客
様
が
そ
の
様
子
を
見
て
、
私
に

関
わ
る
と
大
変
そ
う
と
避
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た

ら
こ
ち
ら
に
と
っ
て
も
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
必
要
な
こ
と
だ
け
を
お
伝
え

し
て
、
食
い
下
が
ら
な
い
。
ど
の
お
客
様
も
平

等
に
接
し
、
広
く
浅
く
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
清
水
さ
ん
の
ス
タ
イ
ル
を
お
客
様
に
見

せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

清
水　
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
と
、
時
に
は
、
他
社
の
方
へ
契
約
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
私
は
あ

く
ま
で
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
い
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

―
お
客
様
へ
の
提
案
を
深
め
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
さ
れ
る
の
で
す
か
？

清
水　
最
初
か
ら
う
ま
く
い
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
と
き
は

い
っ
た
ん
そ
こ
で
終
わ
り
に
し
て
、
３
ヵ
月
く

ら
い
経
っ
た
ら
も
う
一
度
提
案
し
て
み
る
の
で

す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
が
そ
の
く
ら
い
の
間
隔

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
お
互

い
に
忘
れ
な
い
、
忘
れ
ら
れ
な
い
程
度
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
よ
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
３
ヵ
月

に
１
度
く
ら
い
の
提
案
で
す
と
、
し
つ
こ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、お
客
様
の
状
況
が
変
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
お
客
様

の
『
環
境
が
変
わ
る
』
と
い
う
の
は
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
る
と
い
っ
た
大
き
な
こ
と
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な
人
が
病
気
に
な

る
等
、
そ
の
方
の
周
り
で
は
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、あ
る
日
突
然
、

15 2020  |  October



「
生
命
保
険
の
こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
う
と
き
が
必
ず
あ
る
の
で
す
。
そ
の
と
き

に
、
た
ま
た
ま
目
の
前
で
提
案
す
る
私
と
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
の
で
す
。
こ
の
『
た
ま
た
ま
』
に

出
会
う
回
数
を
高
め
て
い
く
の
が
、
日
頃
た
く

さ
ん
の
方
た
ち
と
平
等
に
接
す
る
活
動
量
な
の

で
す
。―

お
客
様
の
気
持
ち
を
少
し
キ
ャ
ッ
チ
し

た
と
き
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
か
？

清
水　

お
話
が
前
に
進
み
そ
う
な
お
客
様
に

は
、
土
日
や
退
社
後
な
ど
時
間
外
に
自
社
店
舗

に
来
店
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
喫
茶
店
な
ど
で

待
ち
合
わ
せ
た
り
、
ご
自
宅
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
し
て
、
確
実
に
時
間
を
取
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

自
分
を
信
頼
し
て
加
入

い
た
だ
く
お
客
様
を
大
事
に

―
ど
の
よ
う
な
提
案
が
得
意
で
す
か
？

清
水　

と
に
か
く
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
と
い
う
経
験
が
私
の
強
み

で
す
。
情
報
収
集
を
し
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の

お
客
様
が
ど
の
よ
う
な
保
障
に
入
っ
て
い
る
か

は
、
詳
細
を
見
な
く
て
も
だ
い
た
い
わ
か
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
ご
自
分
の
加
入
し
て
い
る
商
品

の
良
さ
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、「
用
意
が
十
分
で
は
な
い
か
な
」

と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
生
命
保
険
は
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
助
け
て
く
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ

の
万
一
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
な

提
案
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
あ
り
が
ち
で
す

が
、
生
命
保
険
と
貯
蓄
の
役
割
の
違
い
や
生
前

給
付
の
重
要
性
を
ご
存
じ
な
い
方
も
も
ち
ろ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
生
命
保
険
業
界
に
い
る

と
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
重
要
な
こ
と

が
、
実
は
一
般
的
な
お
客
様
に
は
伝
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
何
の
た
め
に
生
命
保
険

に
入
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す

の
で
、
き
ち
ん
と
お
伝
え
し
た
い
の
で
す
。
そ

こ
ま
で
提
案
し
て
み
て
、
そ
れ
で
も
な
お
、
生

命
保
険
に
対
し
て
、
自
分
と
考
え
方
が
異
な
る

よ
う
で
し
た
ら
そ
れ
以
上
の
深
追
い
は
し
ま
せ

ん
。―

そ
こ
ま
で
提
案
し
て
い
た
ら
、
あ
と
も

う
少
し
伝
え
た
ら
契
約
に
つ
な
が
る
か
も
と
思

い
そ
う
で
す
。

清
水　

長
時
間
に
わ
た
っ
て
説
明
す
る
よ
り

も
、
30
分
ほ
ど
の
面
談
で
必
要
な
や
り
と
り
だ

け
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
と
は
お
客
様
に

検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
以
上
、
引
き
延
ば
す
こ
と
は
、
お
客

様
の
貴
重
な
お
時
間
を
無
駄
に
す
る
だ
け
で
す

か
ら
。
そ
れ
よ
り
も
、
私
は
そ
の
時
間
で
、
別

の
ご
提
案
が
で
き
る
方
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
ま

す
。
提
案
で
き
る
方
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
、
１

人
の
お
客
様
に
固
執
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
目
の
前
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
客
様
は
、
皆

同
じ
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
検
討
す
る
の
に

お
時
間
が
か
か
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
す

ぐ
に
お
決
め
に
な
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
お
客
様
と
接
し
、
相

手
の
反
応
を
見
て
き
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
ど
の
段
階
で
も
『
引
き
延
ば
さ
な

い
』『
と
に
か
く
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ま
ん
べ

ん
な
く
接
す
る
』
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
自
分
に

は
向
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
無
理
を
し
て
加
入

い
た
だ
い
た
お
客
様
は
、
加
入
い
た
だ
い
て
か

ら
も
何
か
と
問
題
が
起
こ
り
が
ち
で
す
。
で
す
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企画運営、発酵の
研究など、『人と
モノとバショをつ
なぐ』というコン
セプトで活動中。

Interviewer
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
、
同
じ
１
件
の
保
険
に
入
っ
て
い
た
だ
く

の
で
あ
れ
ば
、
私
の
こ
と
を
信
頼
し
て
加
入
い

た
だ
け
る
お
客
様
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
の
こ
と
を
選
ん
で
く
だ

さ
っ
た
お
客
様
は
、
私
の
こ
と
を
信
頼
し
て
く

だ
さ
る
の
で
、
家
族
へ
の
展
開
も
多
い
で
す
し

早
い
の
で
す
。
そ
れ
が
何
よ
り
の
私
へ
の
評
価

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
商
品
提
案

―
ご
家
族
へ
の
展
開
と
い
う
お
話
を
も
う

少
し
詳
し
く
聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
す
か
？

清
水　
さ
き
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
定

期
的
に
ま
ん
べ
ん
な
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

る
と
、
ほ
ん
と
う
に
お
客
様
の
状
況
と
い
う
の

は
変
わ
る
の
で
す
。
ご
本
人
に
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
く
て
も
、
ご
家
族
が
節
目
を
迎
え
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長
く
提
案
し
て

い
ま
す
と
、面
白
い
傾
向
が
わ
か
る
の
で
す
よ
。

―
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

清
水　
私
の
経
験
で
は
、共
働
き
女
性
の
方
は
、

中
学
高
校
生
く
ら
い
の
お
子
様
の
保
険
に
は
よ

く
入
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。対
し
て
男
性
は
、

奥
様
の
保
険
く
ら
い
ま
で
は
検
討
し
て
い
た
だ

け
ま
す
け
ど
、
お
子
様
は
独
立
し
て
か
ら
か
け

れ
ば
い
い
の
で
は
、
と
い
う
考
え
の
方
が
多
い

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

―
た
く
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る

清
水
さ
ん
な
ら
で
は
の
発
見
で
す
ね
。

清
水　
職
域
の
活
動
は
、
長
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
る
と
保
険
の
加
入
傾
向
な
ど
も
わ
か
る
の

で
、
さ
き
ほ
ど
の
お
話
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で

す
け
ど
、
そ
う
や
っ
て
、
長
く
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
効
率
よ
く
活
動
す
る
こ
と
も
で
き
て
き

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
一
番
は
お
客
様
の
こ
と
を

考
え
た
ご
提
案
を
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、「
担

当
者
の
清
水
は
〇
曜
日
の
昼
に
は
絶
対
に
会
え

る
」
の
だ
と
い
う
見
え
な
い
安
心
感
を
築
い
て

お
く
こ
と
。「
担
当
者
に
電
話
を
し
な
く
て
も
、

こ
の
日
に
会
え
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
と
き
に

頼
め
ば
い
い
」
と
い
う
お
客
様
も
多
い
で
す
。

で
す
か
ら
、
当
た
り
前
の
安
心
感
を
当
た
り
前

の
よ
う
に
用
意
し
て
お
く
の
が
、
私
の
営
業
活

動
に
お
い
て
基
本
中
の
基
本
な
の
で
す
。

　
「
と
に
か
く
職
域
の
営
業
は
楽
し
い
と
い

う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
」
と
語
る
清

水
さ
ん
の
職
域
の
営
業
人
生
は
、
職
域
の
歴

史
そ
の
も
の
。
こ
の
激
動
の
時
代
、
会
社
の

浮
き
沈
み
に
翻
弄
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
新
人
時
代
に
契
約
を
い
た

だ
い
た
お
客
様
に
「
辞
め
ま
せ
ん
」
と
約
束

を
し
た
と
き
に
、
自
分
自
身
の
胸
に
も
『
辞

め
な
い
』
と
刻
ん
で
そ
の
こ
と
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
。
お
客
様
第
一
を
貫
き
、『
こ
の

日
に
来
た
ら
会
え
る
』
と
い
う
信
頼
を
積
み

重
ね
て
き
た
清
水
さ
ん
。
程
よ
く
息
抜
き
を

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
な
職
域
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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市
販
薬
の
購
入
費
が
最
高

８
万
８
０
０
０
円
ま
で
控
除
さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、
多

少
の
体
調
不
良
で
あ
れ
ば
、
病
院
に
は
通
わ
ず

に
市
販
薬
で
治
す
こ
と
も
多
い
で
す
よ
ね
。
年

間
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
、
確
定
申
告

を
行
う
こ
と
で
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
ら

れ
、
税
金
を
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
医
療
費
控
除
は
、
１
年
間
に
支
払
っ
た

医
療
費
が
原
則
10
万
円
を
超
え
な
い
と
受
け
ら

れ
な
い
た
め
、
医
療
費
が
市
販
薬
の
購
入
費
の

み
で
あ
る
場
合
は
、
少
々
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

い
え
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
利
用
し
た
い
の
が
「
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の

特
例
）」
で
す
。
市
販
薬
の
購
入
費
用
が
年
間

１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
た
場
合
に
、
確
定
申

告
を
行
う
こ
と
で
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
す
る
た
め
に
は
、
適
用
を
受
け
る
本
人

が
、
病
気
の
予
防
や
健
康
増
進
の
た
め
、
健
康

診
断
や
予
防
接
種
等
の
一
定
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
こ
と
の
証
明
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
確
定

申
告
を
す
る
際
に
は
、
市
販
薬
を
買
っ
た
と
き

の
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

制
度
の
対
象
と
な
る
市
販
薬
は
、
厚
生
労
働

自宅療養するなら
ぜひ使いたい

「セルフメディケーション
税制」

第　　　 回115

10
00
0

10
00
0

省
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
約

１
８
０
０
品
目
の
医
薬
品
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
下
記
の
よ
う
な
マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ
て
い
る
市
販
薬

が
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
の
対
象
と
な
り

ま
す
（
な
お
、
こ
の
マ
ー
ク

の
な
い
も
の
で
も
、
対
象
に

な
る
市
販
薬
が
あ
り
ま
す
）。

控
除
額
は
、
１
年
間
に
自

分
や
生
計
を
一
に
す
る
家
族
の
た
め
に
購
入

し
た
対
象
市
販
薬
の
購
入
費
の
合
計
の
う
ち
、

１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
た
金
額
で
、
最
高

８
万
８
０
０
０
円
ま
で
で
す
。
た
と
え
ば
、
１

年
間
に
購
入
し
た
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の

金
額
が
５
万
円
だ
っ
た
場
合
、
３
万
８
０
０
０

円
（
＝
５
万
円

－

１
万
２
０
０
０
円
）
を
、
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

な
お
、
医
療
費
控
除
と
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
税
制
は
併
用
が
で
き
な
い
た
め
、
ど
ち

ら
か
の
控
除
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
時
期
に
な
っ
た
ら
、
ど
ち
ら
で
申

請
す
る
の
が
得
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

※

※ スイッチ OTC 医薬品：使用実績があり、副作用の心配が少ないなどの要件を満たした指定医薬品を、処方せんによらず薬局などで購入できる
よう一般用医薬品として認可したもの。 18
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会長から目録を贈呈。各社協代表者より謝辞、
両福祉協議会から感謝のお言葉をいただきま
した。贈呈式終了後は、1階正面玄関にて記
念撮影をし、この日は山梨日日新聞社の取材
もありましたので、私たちの活動をより多く
の方に認知していただけたかと思います。

さまざまな社会福祉活動に協力したい

今年度の活動については、新型コロナウイルス
の影響により、まだ計画が立っていない状態
です。状況が落ち着きしだい、今後も引き
続き、愛のドリーム募金の他にも、リレー・
フォー・ライフの参加、献血活動等、さまざま
な社会福祉活動に携わっていけるよう努力し
ていきたいと考えています。

11台目の福祉巡回車を贈呈

山梨県協会では 2年に一度の目標で、「愛の
ドリーム募金」による福祉巡回車の寄贈を
行っています。今回、山梨県社会福祉協議会
にて協議の上、甲府市社会福祉協議会への贈呈
が決定。2020年 1月31日の「生命保険の日」
に合わせ、山梨県福祉プラザ 4階会議室にて、
11 台目の福祉巡回車贈呈を行うことができ
ました。ご協力いただいた皆様には大変感謝
しております。
当日は、甲府市社会福祉協議会より代表 3名、
山梨県社会福祉協議会より 5名、JAIFA 山梨
県協会より 6名の出席となりました。
贈呈式では、甲府市社会福祉協議会への愛の
ドリーム号（愛称を「信玄号」と命名）の寄贈、
山梨県社会福祉協議会への児童福祉事業に対
する寄付金 10万円の贈呈を行いました。
山梨県協会小石会長より私たちの活動内容の
ご説明、ご挨拶ののち、各社協代表者へ小石

愛のドリーム募金創設 25 周年 
“1 月31 日生命保険の日”全国一斉贈呈式を開催！

山梨県協会　事務局長　網野 和彦
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〜JAIFA地方協会活動レポート〜

生命保険を通じて社会貢献をしていきたい
レポーター　筒井　一隆（香川県協会会長／メットライフ生命）

香川県協会は、セミナーやボランティア活動などの企画を立案し、  
生命保険を通じて社会に貢献できるよう会員が一丸となって活動しています。

 ▶ 香川県
人口 95 万 306 人

（2020 年 7 月 1 日現在）
象頭山（ぞうずさん）中腹にある神社、
金刀比羅宮（ことひらぐう）。古くから

「さぬきのこんぴらさん」、海の神様と
して親しまれ、1368 段もの石段が
有名。秋には風流な
趣のある紅葉が楽
しめる。

No.33

多くのパワーをいただいた講演

去る 2019 年 11 月 14 日、ふれあい福祉センター
勝賀にて、私たち香川県協会はセミナーを開催しま
した。
講師には、「一生ベッド上の生活」と告知された、
社会福祉法人ラーフの毛利公一氏と伝説のファイナン
シャルプランナーである南哲也氏のお二人をお招き
しました。
毛利氏には「目線が変わると世界が変わる」という
タイトルで講演いただき、「もう一度立って歩く」
と誓った実体験から壁を乗り越えるための考え方を
語っていただきました。参加された皆様は毛利氏の
熱い想いの伝わる講演から多くのパワーをいただいて
いるようでした。
また、第二部の南氏には「人生の成功は日々の生き

方・あり方にあり！」という講演内容で語っていた
だきました。質疑応答の時間では、セミナー参加者
から次々と質問が出て、時間が足りなくなってし
まったくらい会場の熱気が高まりました。お二人から
学んだことは多くありましたが、何よりも、多くの
原動力をいただくことができました。

JAIFA の活動を知っていただくために

私たちの目標は、JAIFA 年次大会を四国・香川で開催
することです。現在完成予定の会場候補地が、さま
ざまな事情から建設が遅れています。最新の状況と
ともに本部とも連携し、開催を目指して参りたいと
思います。そして、JAIFA の活動をより多くの方々
に知っていただき、「未来ある子どもたちのために」
という想いを継承していきたいです。
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